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More students in “診療報酬請求事務” Class find it difficult to understand the text of














Reading Method for “Medical fee schedule”






















































































































































（第45回 医療秘書技能検定試験3級 医療事務 設問2）
4.2−2 アンケート結果
誤った解答をした問題は、順に、30 45名
次いで 27 38名
29 30名
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28 28名
22 25名
26 20名
21 18名
24 15名
25 13名
23 12名
4.2−3 アンケート結果より
試験解答の記憶が曖昧なので正確な数値は得られないが、おおよその苦手な問題の傾向が浮か
びあがってくる。
まず、試験時間の規定内に終われず最後のほうの問題が調べられなかったという点で後半の問
題に誤答率が高いのは致し方ないが、それにしても30の問題に誤答が多かった。また、22と21
もやや誤答率が高い。これは問題文の内容を見ると解ってくる。
問題21はあまり実技のレセプトで練習しない外来診療料についての問題なので調べるのを後
回しにした学生もいたようである。
そして22は異色の問題で点数表の文章を調べるのではなく、投薬料で勉強したことを元に調
剤料の基本がしっかり理解されているかの問題である。この問題は点数表の文章を探しても答え
は出てこない。この22の問題は易しかった、調べずにすんだというものと解らなかった、自信
がなかったというものにはっきりと二分された。
比較的出来がよかった23，24，25，26の問題はそれぞれのキーワードを把握し、索引、若し
くは項目で点数表をめくれば同じ文章、あるいは1箇所ないし、語尾が違っている文章が見つけ
られる。
28の問題はやはり点数表に記載されているが、診療項目ではなく明細書の記載要領の箇所（点
数表後部の普段あまり開かない？頁）になるのでそこを捜せないと解らない。
27の問題は手技料の算定単位の問題である。1つの注射の手技料についてではなく、全てーと
あるので注射の手技料について全て調べてみるか、又は、よく勉強していれば点滴注射の手技料
は外来患者でも1日につきの算定単位であるので、調べる必要もなくこの文章が間違いであると
確信が持てるのであるが、正答していても自信がなかったというものも多い。
そして最も誤答の多かった30の問題は完全に間違いの文章であるが、文章の一部、又は語尾
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が異なるわけではなく、文章全体が作り物の誤った文章になっている。尿の検査の判断料に関し
ての文章で、実際尿中一般物質定性半定量検査はそれのみでは尿の判断料が算定できないが、2
回目以降は算定できるという誤った文章を間違いだという確信が得られず、それに最後の問題な
ので時間的余裕もなく調べられなかったというものが多かったようである。
以上の結果から文章問題は、まず調べる時間的問題、次に同じような文章を調べて探し出せれ
ば良いが、そういった文章が捜し出せない―その場合の原因として考えられるのは 索引を引
いて調べる場合のキーワードを誤る 文章そのものが誤りなので、他の文章を参考にして自分
で判断しなければならない
この2つの場合が考えられるようである。
4.3 診療報酬請求事務能力認定試験の文章問題
今度は医療事務で最も広く知られている、診療報酬請求事務能力認定試験の文章問題について
考えてみたい。
認定試験は文章問題の多さが特徴であるが、出題傾向を見ると法規が（診療報酬請求事務に直
接関わるものから付随的に関わる介護保険なども全て含めて）15％でありその他の診療項目は、
初、再診が7％、入院が12％、医学管理が9％、在宅が6％、検査・病理が10％、画像診断が5％、
投薬、注射ともに4％、処置5％、手術（麻酔、輸血含む）9％、その他項目6％で（診療報酬請
求事務能力認定試験受験対策と予想問題集2010 医学通信社より）、残りの医療用語や医学基礎
知識などは初期にはよく出題されたが最近は出題されていない。
法規に関しては、診療点数表のみでは調べきれないので、各々学んできた法規の教科書、又ノ
ート等を持ち込んで調べることになるが、後の項目は全て診療点数表のみで調べられる。先にあ
げた医療秘書技能検定試験3級の文章問題と基本的には同様であり、キーワードを捜して、点数
表の文章を探し出す。しかし、医療秘書技能検定試験3級の文章問題より難易度が上がり、診療
点数表の項目の通知、細則の文章に加え、その細則のさらに細かい施設基準（診療点数表の後部
に記載されている）まで調べなければならない問題も出題され、文章を読み解く力は勿論である
が、読み解く速さも要求されることになり、合格率30％前後の試験になっている。
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5．まとめ―考察
このように診療報酬点数表からの文章問題は医療事務の多くの資格試験に必ず出題され、その
攻略が必至であるが、実は試験対策だけではなく、診療報酬点数表の文章を熟知することは、医
療事務の仕事にとって重要なことである、
2年に1回、診療報酬の点数は大幅に改定される。近年、診療報酬は診療点数も薬価もマイナ
ス改正が続いてきたが、前回よりやや上向きになり、2010年の改定では、薬価や材料価格基準
のマイナスを加えても全体で＋0.19％のプラス改定となった。
その内容はというと、救急医療や産科に手厚く、また医療の連携の重要性、そしてこれは医療
事務職にとって歓迎すべきことであるが、医師事務作業補助者の診療点数が（ささやかではある
が）増えていた。また小児科の診療体制の改善、患者に対しての明細書発行推進等がある。
診療点数表にはまさに現実の医療現場の課題が詰まっている。難解な文章で書かれてはいても
昨年ニュースで取り上げられ問題になった救急車のたらいまわしによる悲しい現実の救急医療を
どう改善していくか、そのことが診療点数表の改定に反映されている。それ以外にも小児科の医
師不足をどう補っていくか、また、患者にわかりやすく診療内容を伝えるには等等、我々の生活
に直に影響してくることばかりである。
そういったことを教える側としては学生に伝えながら、試験のための勉強だけではない、医療
スタッフとして、医療機関の立派なチームの一員として社会に役立つ未来の自分を思い描き、そ
のための医療事務員の武器が診療報酬点数表を熟知し、そこから医療経営を考えていくことなの
であると伝えていければと願っている。
文章問題の攻略法として、先にあげたキーワードの見つけ方、そのための文章の構成の把握法、
言葉の意味を考えること、そして基本の漢字の読み方、その勉強法を何回も何回も説明を繰り返
しても学生の頭に一向に入らないのは、教え方もあるが、受け取るほうの心構えが大きいのでは
ないだろうか。
その心構え、肝心の「やる気」をいかに引き出すことが出来るか、それが実は一番の授業テク
ニックではないかと思っている。
医療現場の「今」を伝えること、それだけではなく個々の学生の興味の対象を探りながら、授
業を進めることが重要だといえる。一方的講義や演習では限界がある、常に双方向の授業を工夫
していきたい。今後の課題である。
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